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Ⅰ．調査対象企業
本稿では、年次報告書の構成およびその内容を分析し、エストニアにおける開示の現状について
検討する。ここでは、jÉêÖÉåí=fåíÉêå~íáçå~ä=`çãé~åó=a~í~=aáêÉÅí=qj==およびタリン証券取引所のウェ
ブページ（ÜííéWLLïïïKíëÉKÉÉLÉåÖäáëÜLåÉïëLåÉïëKéÜé\äâZ~ååì~äKÜíãä）から入手したエストニア企業
NR社の NVVV 年または OMMM 年の年次報告書を取り上げる。調査対象企業は次の NR 社であり、これ
らの企業はいずれもタリン証券取引所に上場している。
① _~äíá=h~ëîìÑçåÇá=çë~â（衣服製造、OMMM年）
② bÉëíá=qÉäÉâçãá=~âíëá~==（通信、OMMM年）
③ e~åë~é~åÖ~=~âíëá~=（銀行、OMMM年）
④ e~êàì=bäÉâíÉê=~âíëá~（薬品製造、OMMM年）
⑤ häÉãÉåíá（衣服製造、NVVV年）
⑥ iÉâë=háåÇäìëíìëÉ（保険、NVVV年）
⑦jÉêâç=bÜáíìëÉ=~âíëá~（建設、OMMM年）
⑧ kçêã~=~âíëá~=（安全ベルト、車アクセサリ製造、OMMM年）
⑨ mêç=h~éáí~ä（不動産販売、OMMM年）
沢 o~âîÉêÉ=iáÜ~âçãÄáå~~Çá=~âíëá~=（精肉食品生産、NVVV年）
濯 oÉî~ä=eçíÉäë（ホテル、NVVV年）
琢 p~âì=ÎääÉíÉÜ~ëÉ=~âíëá~=（飲料業、OMMM年）
託 q~ääáåå~=c~êã~~íëá~íÉÜ~ëÉ=~âíëá~（薬品製造、NVVV年）
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鐸 q~ääáåå~=h~ìÄ~ã~à~=~âíëá~=（卸売・小売業、OMMM年）
濁 sááëåìêâ（木材加工、OMMM年）
　（上記カッコ内は業種および入手した年次報告書の年度を示している。）
Ⅱ．エストニアの年次報告書の構成と内容
エストニアの年次報告書はそのほとんどが英語で書かれているが、英語とエストニア語を併記し
ているものもある。また、ページ数が多く、写真や図表を多く取り入れて創意工夫がなされている
企業もあれば、そうした配慮がなされていない企業もある。各社の年次報告書の記載様式には若干
の相違がみられるが、一般的には次のものからなる。
①取締役会声明書
②経営者報告書
③財務諸表
④利益処分案
⑤監査報告書
この年次報告書によって利用者に提供される情報のうち、財務諸表によって提供される情報の内
容を明らかにすることがこの分析の中心課題である。そこで、年次報告書の項目のうち、監査報告
書と会計情報の内容については、次節で述べることとし、本節では、取締役声明書、経営者報告書、
その他の内容を明らかにすることとする。
1．取締役会声明書
pí~íÉãÉåí=Ñêçã=íÜÉ=j~å~ÖÉãÉåí=_ç~êÇ=などの標題で、年次報告書が経営者報告書、財務諸表、利
益処分案、監査報告書などからなること、ならびに年次報告書に含まれる会計情報およびその他の
情報が正確であり、かつ完全なものであり、企業集団の経済活動および財政状態についての真実な
概観を表示していることについて取締役会が確信していることが記載されており、最後に最高経営
責任者（`bl）の署名がある。
2．経営者報告書
j~åÉÖÉãÉåí=êÉéçêíI=oÉéçêí=çÑ=íÜÉ=aáêÉÅíçêë=などの標題で、経営者による営業活動についての叙述
的説明がある。①財務ハイライト、②主要株主・株式所有割合、③経営組織情報（取締役会などの
構成メンバー）、④研究開発活動、⑤事業戦略および投資戦略、⑥新製品の開発、⑦取締役会の構成
員に支払われた報酬、給料・賃金の総額、平均従業員数、⑧将来の展望などが説明されている。
山地　範明・安永　利啓：エストニアにおける企業内容開示の現状 NQP
3．その他の事項
^å~äóëáë=çÑ=cáå~åÅá~ä=pí~íÉãÉåíë=などの標題のもとで、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フ
ロー計算書を詳細に分析している企業が P社あった。
Ⅲ．エストニアの財務諸表の構成と内容
本節では、年次報告書のなかの財務諸表に焦点を当て、その構成と内容について検討する。一般
的に、エストニアにおける財務諸表による情報としては次のようなものがある。
①貸借対照表
②損益計算書
③株主持分変動計算書
④キャッシュ・フロー計算書
⑤財務諸表の注記
⑥利益処分案
1．財務諸表の実例
表 Nは、エストニアにおける財務諸表の典型的な例として、e~êàì=bäÉâíÉê=の財務諸表を示してい
る（ただし、財務諸表の注記については省略している）。同社では、年次報告書において、貸借対照
表、損益計算書、株主持分変動計算書、キャッシュ・フロー計算書および監査報告書を開示してい
る。表 Nは国際会計基準（f^p）による e~êàì=bäÉâíÉê=の財務諸表を示している。e~êàì=bäÉâíÉê=の実
例から、f^pによる財務諸表は貸借対照表、損益計算書、株主持分変動計算書、キャッシュ・フロー
計算書が公表されている。表 Oは、セグメント情報を示している。
2．財務諸表の実態分析（15 社）
調査対象企業 NR社の年次報告書の財務諸表による情報を分析し、実際の開示の内容および法規制
との関係からエストニアの開示の特徴をみていくことにする。まず、開示様式については、表 Pに
示すように、個別財務諸表と連結財務諸表を併記している企業（T社）、連結財務諸表のみを公表し
ている企業（T社）、個別財務諸表のみを公表している企業（N社）がある。また、表 Qは各財務諸
表の準拠基準（b^pW=エストニア会計基準、f^pW=国際会計基準）を示しており、NR社のうち NP社が
何らかの形式で f^p準拠の連結財務諸表を公表している。
（N）貸借対照表
NVVR年会計法によれば、貸借対照表の配列については、流動性配列法でも固定性配列法でもよい
が、流動性配列法にしたがって表示されている。貸借対照表の様式は、NVVR年会計法の ^ééÉåÇáñ=N
の様式にしたがっている。
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表 1　e~êàì=bäÉâíÉêの財務諸表（国際会計基準）
貸借対照表 （単位：NIMMMクローン）
連結 個別
注記番号 OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN=
資産
流動資産
現金預金 1 8,142 17,532 8,119 17,066
有価証券 2 402 450 402 450
売上債権
顧客売上債権 NSIPVO NNIRVT NNIVVO VIPUO
貸倒引当金 NT ÓROP ÓROV ÓRNS ÓQUT
合計 4 15,869 11,068 11,476 8,895
その他の債権
親会社および子会社分 OP M M QISQU NIMUR
関連会社分 OP OINPS NIOMM OINPS NINPP
その他の短期債権 QINT PQU PNN PQR ORS
合計 2,484 1,511 7,129 2,474
未収収益
未収利息 PQ UV PQ UU
前払費用
前払税金 P SUV NIPQV PVR NIMQN
その他の前払費用 URN QQV UOT QPQ
合計 1,540 1,748 1,222 1,475
棚卸資産
原材料 NMIPMO UIMPT SIUNM SIUVV
仕掛品 RIRQP PIMVN QIQUM PIMVN
製品 PISNT OIPSM NIMRM NIMPO
商品 PIPPN PIQRU PIOVR PIPMP
仕入先への前払金 U NU M NU
合計 5,17 22,801 16,964 15,635 14,343
流動資産合計 51,272 49,412 44,017 44,791
固定資産
長期投資
子会社株式 S M M TISOV QIUQR
子会社長期債権 V M M RP ORS
関連会社株式 T NVIPVV NTIQOO NVIPVV NTIQOO
その他の株式 U PIVVT NIRRQ PIVVT NIRRQ
その他の長期債権 V ROO QOV ROO QOV
合計 23,918 19,405 31,600 24,506
有形資産
土地および建物 NOINP TOIVMR RRIUUU TOITVV RRIVNP
設備および備品 NOINP PTIRVQ OTINSU OPIOMM ONIONQ
その他の什器備品 PIPTN OIRMR OISOR OINVN
減価償却累計額 NOINP ÓOQIQMT ÓNUISTT ÓONITPP ÓNTIONR
建設仮勘定 M RQ M RQ
有形資産前払金 M VMR M TRU
合計 10 89,463 67,843 76,891 62,915
無形資産
特許使用権 QON RPP QON RPP
のれん OMU PMQ M M
合計 11 629 837 421 533
固定資産合計 114,010 88,085 108,912 87,955
資産合計 16 165,282 137,497 152,929 132,746
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表 1　e~êàì=bäÉâíÉê=の財務諸表（国際会計基準）　（続き）
貸借対照表　（続き） （単位：NIMMMクローン）
連結 個別
注記番号 OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN OMMMKNOKPN NVVVKNOKPN=
負債及び株主持分
流動負債
借入債務
無転換債務 NIMNT PQR M M
長期債務の流動分 UIRMV TITOP TINOU TITOP
リース債務の流動分 NO ROM RSV M M
金融機関短期借入金 NINPT POP RSM POP
合計 NNINUP UIVSM TISUU UIMQS
前受金 326 23 326 23
仕入債務 11,793 11,366 10,124 9,451
その他の仕入債務
親会社および子会社分 OP M M OQM M
関連会社分 OP OPU RSR OPU RSR
その他の借入債務 NQP PMU NQP PMU
合計 381 873 621 873
未払税金 3 5,731 4,684 5,315 4,163
未払費用
従業員関連債務 SIOSP QIQNQ RIRSO PITSR
未払利息 NS P Q P
その他の未払費用 PT U OS Q
合計 6,316 4,425 5,592 3,772
流動負債合計 35,730 30,331 29,666 26,328
固定負債
無担保債務 OMM M OMM M
長期銀行借入金 NTIQMQ NUIRQQ NNIQNS NUIRQQ
長期リース債務 NO OVU TQU M M
固定負債合計 14 17,902 19,292 11,616 18,544
負債合計 53,632 49,623 41,282 44,872
株主持分
株式資本（額面金額） RQIMMM NUIMMM RQIMMM NUIMMM
法的準備金 PISNM PISNM PISNM PISNM
利益剰余金 OQIUSQ QQINSV OQIUSQ QQINSV
当期純利益（損失） OVINTS OOIMVR OVINTS OOIMVR
株主持分合計 15 111,650 87,874 111,650 87,874
負債および株主持分合計 16 165,282 137,497 152,932 132,746
株主持分変動計算書
株式資本 法定準備金 利益剰余金 当期純利益 株主持分合計
1998 年 12 月 31 日期首残高 18,000 2,010 33,223 16,146 69,379
NVVU年純利益 NSINQS ÓNSINQS
準備金 L剰余金増加高 NISMM ÓNISMM
支払配当金 ÓPISMM ÓPISMM
当期利益 OOIMVR OOIMVR
1999 年 12 月 31 日期末残高 18,000 3,610 44,169 22,095 87,874
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表 1　e~êàì=bäÉâíÉê=の財務諸表（国際会計基準）　（続き）
株主持分変動計算書　（続き）
株式資本 法定準備金 利益剰余金 当期純利益 株主持分合計
1999 年 12 月 31 日期首残高 18,000 3,610 44,169 22,095 87,874
NVVV年純利益 OOIMVR ÓOOIMVR
準備金 L剰余金増加高 PSIMMM ÓPSIMMM
支払配当金 ÓRIQMM ÓRIQMM
当期純利益 OVINTS OVINTS
2000 年 12 月 31 日期末残高 54,000 3,610 24,864 29,176 111,650
OMMM年 NO月 PN日に終了する事業年度
損益計算書
連結 個別
注記番号 OMMM NVVV OMMM NVVV
売上高 NS OMRISQN NRUIPVS NSVIMUT NPTITOT
売上原価 NSSITQP NOSITPS NPTITMV NMVIVUO
売上総利益 38,898 31,660 31,378 27,745
販売費 TITTT SISUQ SIPOT RIQTT
一般管理費 NPIROQ NNISPM NNINTP NMIQMM
その他の営業収益 PNU TTS NST TTM
その他の営業費用 UUQ TQT SPR STS
営業利益 16,17 17,031 13,375 13,410 11,960
金融収益
・子会社株式分 SINU M OIRUT OIUUQ QINSO
・関連会社株式分 TINU UIOVN OITQQ UIOVN OITQQ
・その他の投資分 U RIQVQ QIRSR RIROU QIRSR
・外貨換算益 Q NMQ N VV
・その他の金融収益 O STT UPR TVU VMM
金融収益合計 14,467 10,834 17,502 12,470
金融費用
・関連会社株式分 T M OIRTP M OIRTP
・利息費用 OINSR NIRUU NISQP NIQNS
・外貨換算損 VO QM OT OU
・その他の金融費用 SR SN SR SN
金融費用合計 2,322 4,262 1,736 4,079
経常利益 16 29,176 19,947 29,176 20,351
法人税 M VMP M TRN
繰延法人税 M ÓPIMRN M ÓOIQVR
当期純利益 16 29,176 22,095 29,176 22,095
基本的 N株当たり利益 NV RKQM QKMV RKQM QKMV
希薄化後 N株当たり利益 NV RKPV QKMV RKPV QKMV
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表 1　e~êàì=bäÉâíÉê=の財務諸表（国際会計基準）　（続き）
キャッシュ・フロー計算書
連結 個別
注記番号 OMMM NVVV OMMM NVVV=
営業活動
当期純利益 OVINTS OOIMVR OVINTS OOIMVR
固定資産の減価償却費 NMINNINT SIUMU RIMNQ RIQSO QIPOO
有形固定資産売却損益および評価減 ÓTS ÓRUQ ÓSR ÓRUS
持分法による損益 SIT ÓUIOVN ÓNTM ÓNNINTR ÓNITQS
財務資産売却損益 TIU ÓNIPMV ÓOIRUT ÓNIPMV ÓOIRUT
投資による未実現外貨換算損益 M ÓNRU M ÓNRU
長期債務の外貨換算益 M ÓP M ÓP
繰延税金負債の変動額 P M ÓPIMRN M ÓOIQVR
キャッシュ・フロー合計 26,308 20,556 22,089 18,842
株式および有価証券（短期） O QV ÓUO QV ÓUO
事業活動に関連する請求権の正味変動額 ÓQIPTT ÓUM ÓSIVPN SNO
棚卸資産 ÓRIUPU QITTN ÓNIOVO RITRS
移転資産 QPV ÓNSR QSM ÓPPT
短期借入債務 OIOOO NIOUR ÓPRV NIMVU
事業活動に関連する負債の正味変動 OIMVO RISQS PISVT PIUOT
移転負債 ÓRRN ÓOIVRP TPS ÓPIMSS
流動資産および流動負債の変動による
キャッシュ・フローの合計 Ó5,964 8,422 Ó3,640 7,808
営業活動によるキャッシュ・フロー合計 20,344 28,978 18,449 26,650
投資活動
子会社および関連会社の売却（売価） SIT RIOMM PIPPT RIOMM PIPPT
子会社および関連会社からの受取配当金 SIT UOQ UOQ VOQ VOQ
子会社および関連会社の取得 SIT M ÓOIQTR M ÓOIQTR
財務資産の売却（売価） U NIUTV M NIUTV M
その他の財務資産の増加 U ÓPIMNO M ÓPIMNO M
受取貸付金 V NON ORM PMP SMM
長期信用 V ÓOQU M ÓOQU M
有形固定資産の売却（売価） NNT NITQU NMT NITQO
有形資産および無形資産の増加 NM ÓOUIPTR ÓOOITQU ÓNVIQUQ ÓONIUQU
固定資産のための発行手形（＋）・
支払手形（－） ÓQM OUN ÓNQM OUN
投資活動によるキャッシュ・フロー合計 Ó23,534 Ó18,783 Ó14,472 Ó17,439
財務活動
新規貸付金 NQ TIRSU NMIROS OMM NMIROS
借入金支払 NQ ÓTITOP ÓQIVPU ÓTITOP ÓQIVPU
キャピタル・リースの元金支払 NO ÓSMM ÓSNU M M
負債の支払 ÓQR ÓNMV M M
現金配当金の支払 NR ÓRIQMM ÓPISMM ÓRIQMM ÓPISMM
投資活動によるキャッシュ・フロー合計 Ó6,200 1,261 Ó12,923 1,988
キャッシュ・フロー合計 Ó9,390 11,456 Ó8,947 11,199
現金の純増加額 Ó9,390 11,456 Ó8,947 11,199
現金期首残高 NTIRPO SIMTS NTIMSS RIUST
現金期末残高 UINQO NTIRPO UINNV NTIMSS
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表 2　セグメント情報
事業別セグメント情報
2000.12.31 に終わる事業年度 （単位：NIMMMクローン）
電気工学 通　　信 消　　去 合　　計
損益計算書
売上収益 NSPIVRS QNISUS OMRISQN
その他のセグメントとの取引 RINPN NIORN ÓSIPUO M
合計 169,087 42,937 Ó6,382 205,641
営業利益 13,410 3,728 Ó107 17,031
セグメント別金融収益 VIQUQ OP ÓNTQ VIPPQ
持分法による利益 UIMNT M ÓOIUUQ RINPP
金融費用 ÓNITPS ÓTSM NTQ ÓOIPOO
税引前利益 29,176 2,991 Ó2,991 29,176
法人税 M M M M
当期純利益 29,176 2,991 Ó2,991 29,176
その他のデータ
有形資産および無形資産の取得 NVIQUQ UIVMP ÓNO OUIPTR
有形資産および無形資産の減価償却費 RIQSO NIORO VQ SIUMU
貸借対照表
資産
セグメント別資産 NPPIRPO OQITRM ÓNOIQMN NQRIUUO
関連会社に対する投資 NVIPVV NVIPVV
資産合計 152,932 24,750 Ó12,401 165,282
セグメント別負債 41,281 17,290 Ó4,940 53,631
地域別セグメント情報 (売上高 )
OMMM年 NVVV年
内部市場 100,875 84,088
外部市場 104,766 74,307
ノルディック諸国（フィンランド、スウェーデン）= TRIOPM SQIUUP
デンマーク NOIRUS NIRVN
ベルギー M NQS
`bb`（チェコ、スロバキア、ハンガリー） OIQSP NIRSP
バルト諸国（ラトビア、リトアニア） TIOOV SINOR
アイルランド QIQPN M
アメリカ OIUOT M
合計 205,641 158,395
事業活動および製品グループ別純売上高
OMMM年 NVVV年
主要事業
・電気設備 SMINRO QVIOPO
・自動車配線および遠距離通信（下請） SMIQNV QUIPQN
・遠距離通信装置のキャビネット／ボックス PMIQPV NOIUOP
・板金製品および金属加工 NTIRVU NRIUUO
主要事業合計 168,608 126,278
仲介事業およびその他のサービス
・売買および仲介 OVIUOQ OPINTU
・資本的資産のリース QIQUT PIUTM
・その他のサービス OITOO RIMSV
その他の活動合計 37,033 32,117
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（O）損益計算書
NVVR年会計法によれば、損益計算書の様式については、総原価法と売上原価法が認められている
が、売上原価法が用いられている。損益計算書の様式は、NVVR年会計法の ^ééÉåÇáñ=N=の様式にした
がっている。
（P）キャッシュ・フロー計算書
NVVR年会計法では、キャッシュ・フロー計算書は主要財務諸表の構成部分ではなく、注記で開示
が要求されている E^ééÉåÇáñ=PF が、キャッシュ・フロー計算書を公表している NS 社はすべて本体
で開示している。これはキャッシュ・フロー計算書が、f^pでは財務諸表の構成部分である（f^p第
N 号、é~êKT）ためである。なお、キャッシュ・フロー計算書を公表しているすべての会社が間接法
を採用している。
（Q）株主持分変動計算書
NVVR 年会計法では開示が要求されていないが、株主持分変動計算書を公表している NR 社はすべ
て本体で開示している。これは株主持分変動計算書が、f^pでは財務諸表の構成部分である（f^p第
N号、é~êKT）ためである。
表 3　財務諸表開示様式の実態
財務諸表の開示様式 会社数
貸借対照表（連結・個別併記） T
損益計算書（連結・個別併記） T
株主持分変動計算書（連結・個別併記） T
キャッシュ・フロー計算書（連結・個別併記） T
貸借対照表（連結のみ） T
損益計算書（連結のみ） T
株主持分変動計算書（連結のみ） T
キャッシュ・フロー計算書（連結のみ） T
貸借対照表（個別のみ） N
損益計算書（個別のみ） N
株主持分変動計算書（個別のみ） N
キャッシュ・フロー計算書（個別のみ） N
表 4　各財務諸表の準拠基準
開示様式 準拠基準
連結・個別併記
b^p：N社
f^p：P社
個別は b^p、連結は f^p：P社
連結財務諸表のみを公表 f^p：T社
個別財務諸表のみを公表 b^pと f^p：N社
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（R）財務諸表の注記
エストニアの NVVR年会計法によれば、財務諸表の注記には、財務諸表を作成するにあたって用い
られる会計会計原則および評価基準を開示しなければならない。具体的な注記事項として、様式お
よび会計方針の変更、有価証券、棚卸資産、有形固定資産、キャピタル・リース、長期貸付金、貸
付保証額および担保付資産、引当金、非流動負債、公開企業の所有者持分、キャッシュ・フロー計
算書、所得税、事業セグメント別および市場別の純売上高、偶発債務、オフ・バランス資産が列挙
されている E会計法=^ééÉåÇáñ=PF。表 Rに示すように、会計方針、無形固定資産、有形固定資産、棚
卸資産、関連当事者、N 株当たり利益、リース、投資、売上債権、現金預金、リスク、セグメント
情報、資本、貸付金が過半数の企業によって注記で開示されている。
注記事項のうち注目すべき項目の一つに「会計方針」がある。これは注記の最初に記載される場
合と、注記とは別に独立して記載される場合とがある。表 Sに示すように、会計方針として開示さ
れる項目には、準拠基準、有形固定資産・無形固定資産および償却、外貨換算、リース、連結原則
（連結基準）、棚卸資産の評価、投資の評価、現金および現金同等物、売上債権、税金（繰延税金を
含む）、引当金、収益の認識などがある。これらの大部分はは f^p 第 N 号において列挙されている
項目である（é~êKVV）。
注記の項目数は比較的多く、表 T に示すとおり、最も多い会社で TP 項目、最も少ない会社で NV
項目であり、平均では OV項目であり、項目数は比較的多い。
次に注記に使用している頁数（英語のみ）も比較的多く、表 Uのとおり、最も多い会社で PQ頁、
最も少ない会社で NM頁であり、平均 NR頁であり、注記の頁数も比較的多い。
表 5　財務諸表の注記による開示実態
項目 会社数
会計方針 NR
無形固定資産 NQ
有形固定資産 NP
棚卸資産 NP
関連当事者 NP
N株当たり利益 NP
リース NO
投資 NO
売上債権 NO
現金預金 NM
リスク NM
セグメント情報 V
資本 U
貸付金 U
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3．その他の情報
（N）監査報告書
監査報告書は監査人によって、財務諸表が会計法の規定にしたがって、適正に作成されたもので
あるかどうか、また、会計年度末の財政状態と会計年度の経営成績について、真実かつ公正な概観
（íêìÉ=~åÇ=Ñ~áê=îáÉï）を与えているかどうかについて、証明した書類である。監査報告書の例は表 V
に示すとおりである。
（O）利益処分案
利益処分案は、損益計算書において計算表示された当期未処分利益の処分の内容を明らかにする
ために作成される。利益処分案では、まず当期純利益が表示され、次に法定準備金積立額が控除さ
れ、繰越利益が記載される。そして、利益剰余金合計から配当金支払額が控除され繰越利益が記載
され、最後に残余として未処分利益残高が計算される。利益処分案の例は表 NMに示すとおりである。
表 7　注記の項目数
注記数 会社数
NV P
OP O
OS O
OT N
OU N
OV N
PM N
PN N
PO N
PS N
PT N
表 8　注記の頁数
頁数 会社数
NM N
NP N
NQ N
NR P
NS O
NT N
NU N
NV N
OM N
OP N
OT N
PQ N
表 6　会計方針の開示実態
項目 会社数
準拠基準 NR
有形固定資産・無形固定資産および償却 NR
外貨換算 NQ
リース NQ
連結原則（連結基準） NP
棚卸資産の評価 NP
投資の評価 NP
現金および現金同等物 NO
売上債権 NO
税金（繰延税金を含む） NN
引当金 U
収益の認識 U
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表 9　監査報告書（e~êàì=bäÉâíÉê）
Harju Elekterの株主への監査報告書
われわれは、添付されている e~êàì=bäÉâíÉê=グループおよびその親会社の OMMM年 NO月 PN日現在の貸借対
照表、関連する損益計算書および財務諸表の注記について監査を行った。これらの財務諸表は、経営者
の責任において作成されたものである。われわれの責任は、われわれの実施した監査にもとづいて、こ
れらの財務諸表に対する意見を表明することにある。
われわれは、エストニア監査ガイドラインに準拠して監査を実施した。これらのガイドラインは、われ
われに財務諸表に重要な虚偽記載がないかどうかについての合理的な保証を得るために監査を計画し、
実施することを求めている。監査には、財務諸表の金額および開示を裏付ける証拠の試査にもとづく検
証が含まれている。また、監査には、全体としての財務諸表の表示の検討とともに、経営者が採用した
会計原則および経営者によって行われた見積りの評価も含まれている。われわれは、われわれが実施し
た監査によって意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。
親会社
われわれの意見では、財務諸表が、エストニア会計法に準拠して、e~êàì=bäÉâíÉê=の OMMM年 NO月 PN日現
在の財政状態および同日をもって終了する年度の経営成績について、真実かつ公正な概観を与えている。
グループ
われわれの意見では、連結財務諸表が、国際会計基準（f^p）に定義されている連結原則に準拠して、
e~êàì=bäÉâíÉê=グループの OMMM年 NO月 PN日現在の財政状態、ならびに同日をもって終了する年度の経営
成績について、真実かつ公正な概観を与えている。
OMMN年=P月 NO日
hmjd=bëíçåá~
（署名）
fåÇêÉâ=^ääáâë~~ê
s~ååìí~ìÇ=~ìÇáíçê
^ìíÜçêáëÉÇ=mìÄäáÅ=^ÅÅçìåí
　表 10　利益処分案（e~êàì=bäÉâíÉê） （単位：クローン）
e~êàì=bäÉâíÉêの取締役会は、年次株主総会において、OMMM年の利益処分案を以下のように
提案する。
当期純利益　　　　　　　OVINTSIPTN
法定準備金積立額　　　　==OIVMMIMMM
繰越利益　　　　　　　　  26,276,371
取締役会は、N株当たり NKOMクローンの割合で、NVVV年 NO月 PN日までの利益剰余金合計から配当を
株主に支払うことを提案する。
NVVV年 NO月 PN日までの
利益剰余金合計　　　　　OQIUSPIVSS
配当金支払額　　　　　　　 SIQUMIMMM
繰越利益　　　　　　　　 　18,383,966
未処分利益残高　　　　　 　44,660,337
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Ⅳ．エストニアにおける企業内容開示の特徴
エストニアにおけるディスクロージャー（企業内容開示）の特徴として、以下のような点をあげ
ることができる。
エストニアでは、NVVR年以降 f^pに基づく新しい会計法が施行され、エストニアの会計基準は大
部分で f^p に準拠している。企業結合、リース、金融商品に関する会計処理基準には相違があり、
エストニアでは、ディリバティブ取引に関する金融商品、投資不動産、減損、従業員給付に関する
会計処理基準が存在しないが、エストニアの会計基準がカバーしていない分野は f^pに準拠してお
り、中・東欧諸国の中では最も国際化が進んでいる国の一つであろう。
つぎに財務諸表をみてみると、貸借対照表、損益計算書の開示項目は簡単で、そのかわりに財務
諸表の注記が詳細である。調査対象 NR社のうち NP社が何らかの形式で f^p準拠の連結財務諸表を
公表している。エストニアの会計基準では注記で要求されているキャッシュ・フロー計算書と株主
持分変動計算書は、財務諸表の本体で開示されている。
さらに特徴的な点は、経営者報告書によって、経営者による営業活動についての叙述的説明があ
ることである。経営者報告書には、財務ハイライト、主要株主・株式所有割合、経営組織情報（取
締役会などの構成メンバー）、研究開発活動、事業戦略および投資戦略、新製品の開発、取締役会の
構成員に支払われた報酬、給料・賃金の総額、平均従業員数、将来の展望などが記載されている。
また、取締役会声明書において、年次報告書に含まれる会計情報およびその他の情報が正確であ
り、かつ完全なものであり、企業集団の経済活動および財政状態についての真実な概観を表示して
いることが取締役会によって言及されている点も特徴としてあげることができる。
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